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Ｄ　Ｐ　Ｌ　境　古　河　　完成
完成に寄せて

大和ハウス工業株式会社
執行役員建築事業本部長

更科　雅俊

物流ニーズの多様化に　　
　　　スピーディーに対応

設計コンセプト

フレキシブルで汎用性の高い施設計画

（６）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　６月２４日　（月曜日）

■工　事　名　称／ＤＰＬ境古河新築工事
■建　設　地／茨城県猿島郡境町みらい平２丁目３
■建　築　主／大和ハウス工業株式会社
■設計・監理／株式会社フクダ・アンド・パートナーズ（意匠）

株式会社錢高組一級建築士事務所（構造）
■施　　　工／株式会社錢高組東京支社
■敷　地　面　積／，．㎡
■建　築　面　積／，．㎡
■延べ床面積／，．㎡
■構造・階数／ＲＣ＋Ｓ造一部Ｓ造（免震構造）４階建て
■主　要　用　途／倉庫
■工　　　期／年月１日～年４月日
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　茨城県境町で建設してきた大型マルチテナント型物流施設「Ｄ
ＰＬ境古河」が、この度完成の運びとなりました。首都圏中央連
絡自動車道（圏央道）「境古河インターチェンジ」に隣接する．
の用地を「境古河ＩＣ周辺地区土地区画整理事業」の業務代
行者として当社が造成工事から携わり、同事業内で最大の敷地面
積の街区に建設する大型マルチテナント型物流施設です。
　当地は、都心から㎞圏内にあり、茨城県、埼玉県、千葉県の県
境に位置することから関東一円への広域配送に適した立地です。
また、「国道号境岩井バイパス」沿いに位置しているため、
一般道と高速自動車道ともにアクセスが容易。あわせて、圏央道
を利用すると、東北自動車道「久喜白岡ジャンクション」まで約
㎞と、東北方面、首都圏を繋ぐ物流中継拠点として利便性の高
い立地環境です。

　施設は最大８テナントの受け入れが可能な汎用倉庫で、物流事
業を展開することができるのが特長です。事業開始までの期間を
短くすることができるため、物流ニーズの多様化により急速に変
化する事業環境の中でもスピーディーに事業を展開することがで
きます。
　災害発生時には荷物や設備のダメージを最小限に抑え、建物の
機能を維持し、従業員に安全・安心を提供できるように免震シス
テムを導入するとともに、浸水対策を講じ、防災面に配慮してい
ます。
　計画から完成に至るまでの間、境町や地域住民の方々、設計会
社、施工会社など関係者の皆さまにご協力いただき感謝申し上げ
ます。
　当社は今後も、お客さまに対してＢＴＳ型・マルチテナント型
の物流施設を積極的に提案していきます。

　本計画は、大和ハウス工業様が展開する「ＤＰＬ」シリーズの
物流施設。計画地は圏央道の境古河インターチェンジに近接する
アクセスに優れた立地で、首都圏向け及び関東エリアの広域物流
拠点として利便性が高く、大型物流施設開発が進んでいる地域で
す。
　本施設は延床面積約，㎡、４階建て免震構造を採用した
大型のマルチテナント型物流施設。各階の面積は約，㎡で、
ランプウェイにより各階に大型車両が接車可能です。各階ごとに
独立した倉庫運用ができ、１フロアを２テナントに分割可能で、
フレキシブルで汎用性の高い施設計画としました。

　また、歩行者と車動線分離、大型車と小型車の動線分離など、
施設を安全に運用できるよう配慮しています。
　ＢＣＰ、環境配慮として建物構造は免震構造を採用することに
より、地震に対する安全性向上だけでなく、倉庫にとって重要な
高い床剛性も確保しました。
　設備面では非常用発電機を設置し、１階床レベルやキュービク
ル、発電機など重要設備機器は浸水リスクレベルより上に設定。社
会インフラとして時間稼働できる施設として計画しています。
さらに全館ＬＥＤ照明、屋上太陽光発電パネルといった環境に配
慮した設備も採用しました。
　株式会社フクダ・アンド・パートナーズ

専務取締役　山田　裕一

倉庫内部

南側エントランス

１階　ラウンジ

南側航空写真
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